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抄　　録

　����（明治��）年の秋，同志社病院・京都看病婦学校は，アメリカでの最初の訓練看護婦であり，経
験豊富な看護指導者リンダ・リチャーズを学校長に迎え，日本でも非常に早い時期に，看護教育を開始
した．それは，当時の欧米での最新の看護教育プログラムと立派な病院・教育施設が備えられていた．
また，キリスト教を倫理基盤として，伝道活動も積極的に実践した．���リチャーズは，明治中期の�年
間，実質的には約�年間，創設期における看病婦学校の看護教育と病院看護の実践に尽力し，また伝道
活動にも積極的に取り組み，学校長と宣教看護婦の役割を果たそうとした．���リチャーズにとって，異
国の地でのこれらの活動は，本人の想像以上に苦労の連続であったが，彼女の送り出した卒業生の多く
に日本や海外で幅広く活躍した足跡がみられる．

キーワード：同志社病院・京都看病婦学校，リンダ・リチャーズ，看護教育，伝道，宣教看護婦．
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 は じ め に

　府医学校に附属産婆教習所が開設される少し
前，����（明治��）年の秋，京都御苑の西側（現
在の���京都付近）に位置する同志社病院・京
都看病婦学校（以下，看病婦学校）で開始された
看護教育は，アメリカでの最初の訓練看護婦リ
ンダ・リチャーズ（��������	���
�������������，
����～����：以下���リチャーズ）を学校長（�����
����������	���
���
�����）に迎え，当時の欧米
での最新のプログラムで展開した．
　看病婦学校の設立背景や経緯，教育内容など
については，すでに多くの文献で紹介されてい
るが，筆者はアメリカにおける近代看護教育史
での���リチャーズの足跡を辿っていく中で１），
彼女が明治の頃，宣教看護婦としてこの京都の
地で看護教育に携わっていたことを知り，今ま
でに彼女の初来日から京都での教育開始までの
経緯２）３），看病婦学校での教育４‐７）�や卒業生の動
向８‐１０）�等，日本での足跡や実践した看護教育と
その影響を検証してきた．
　本稿では，看病婦学校ではじめられた看護教
育，すなわち，���リチャーズが学校長として尽
力した看護教育の概要と彼女自身が記述した史
料等からその具体的な実践内容を紹介したい．

 看病婦学校の設立

　看病婦学校の設立者は，キリスト教主義に基
づく同志社英学校を創設した新島襄（����～
����）である．彼は，当初，伝道には医学校設
立が必要であると考え，宣教医ジョン・ベリー
（���������	�
����，����～����：以下���ベリー）
に協力を求め，準備をすすめた．しかし，必要

な資金を獲得できなかった上に，彼らの属す
る米国海外伝道委員会（������������������
�������������	
��	�������	������：以下，アメ
リカンボード）１１）�の賛同が得られなかった．そ
のため，医学校設立を断念した一方で，計画を
看護婦の学校と病院設立に修正，実行した．看
病婦学校が正式に設置認可を受けたのは����
（明治��）年�月で，開業式が同年��月に行わ
れたが，前年の����（明治��）年�月には，
すでに看護教育および病院業務を開始してい
た．開設時，病院長は���ベリー，看病婦学校校
長は新島襄（京都府への開設伺いには���リ
チャーズが校長とある）であった１２）（図�）．

 看病婦学校開設時の教育概要

　京都看病婦学校の教育概要を紹介する文献は
多いが，そのほとんどが同志社百年史（資料編
�）にある同志社病院および京都看病婦学校規
則１３）　に基づいている．それには，学校規則とし
て�篇が掲載されているが，その制定・改正年
が明確でないものもある．筆者はこれらの規程
の中で，最初に制定された規則は，同志社病院・
京都看病婦学校の第�回年次報告書（英文）に
付記されている「明治��年�月採用」の規則で
あることを確認している５）１４）．また，実質的な看
護教育は，指導者の下で病室での実際業務を通
して学ぶ実地学習が大きな部分を占めている
が，その具体的な内容は，同志社病院規則に定
めている（明治��年�月）１５）．これら開設時の
京都看病婦学校規則および同志社病院規則に基
づいて，看病婦学校開設の頃の教育内容を簡単
に紹介する．
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���．学校規則５）１４）�からみた看護教育プログラム

　看病婦学校の就学期間は�年間で，�学期制
をとっている．志願者の資格は，��歳から��
歳までの身体壮健で品行方正であることを保証
する証明書を有し，文字が書け，観察力に秀で，
聖書を読んで理解できる者とする．
　学生は���������	�に居住し，学科目の勉学
と病院の看病婦として業務に携わる形で教育さ
れる．授業料は無料，寮費は月約�円��銭，病
院業務用のユニフォームは支給される．修学修
了時には卒業証書が授けられる．
　教育内容は，実際的な看病法の口述説明とデ
モンストレーションが�年間毎日�時間行われ
る．具体的な項目は，�年生�学期にベッドメ
イキングとリネン交換，褥創の予防と手当，体
位の変換，体の清潔法，�学期には包帯法，温湿
布とハップ，吸角法とヒルの用い方，ガーゼ交
換，マッサージ，�学期は体温・脈拍・呼吸の
測定と記入法，換気法，淀腸法，カテーテルの
使用法，与薬法で，夜間看護も含まれる．�年
生の�学期に死後の処置，毒物と解毒剤，患者
の観察法，医師と看病婦の関係，患者と看病婦
の関係，�学期には病人の食事，発熱の看護，分
娩と分娩前後の看護，新生児の世話，婦人科疾
患患者の看護，小児疾患の看護，病室管理，�学
期は電気器具の使い方，止血法，救急法，外科
看護，防腐剤と消毒剤の使用法，心疾患と肺疾

患の看護，神経疾患の看護，眼科・耳鼻科疾患
の看護の説明とデモンストレーションである．
看病法以外では，解剖学，生理学，薬剤学，産
婆・育児学，電気器具使用法が教授される．ま
た，聖書の授業が�年間を通じて行われている．
授業以外の時間は，学生は���リチャーズの指導
のもとで患者の看護に携わる．業務は�時間の
�交代制である．

���．病院規則１５）�からみた看護業務・実地学習

　病院規則によると，病院の目的は看病婦の教
育，患者の診療と看護，キリスト教伝道である．
規則は��の項目で構成されているが，その中の
「Ⅵ看病婦」には，看病婦の業務内容が詳細に述
べられている．
　それによると，看護業務として��項目が掲げ
られており，学校規則での授業内容のより実践
的な方法を表している．例えば，ベッドメイキ
ングや身体の清潔では領域別にその方法を示
し，授乳前後のベビーの口腔清潔や母親の乳頭
の清潔保持，整髪の実施や食後�時間以内の入
浴は行わない等，具体的に示している．また，
体温は，腋下��分，口腔内�分間測定し，記録
することを説明している．換気法は，通常�日
�回��分間，天候の変化によりそれを調整し，
換気中の患者への配慮も含め細かく示してい
る．消毒法も患者に使用した衣類，便器，注射
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図�　　明治��年頃の同志社病院・京都看病婦学校
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	����
��������	��
より）



器に至るまで洗浄，石炭酸による消毒をするこ
と，看病婦の手指消毒にも触れている．薬剤の
管理も示している．
　さらに，回診時の留意点，急変時の医師への
連絡，患者のプライバシーへの配慮や患者情報
の秘密保持にまで及んでいる．病棟管理面で，
リネン類や便器等がいつでも使用できるよう定
位置に設置する，病棟の出入り口の施錠，話し
声や足音が患者の睡眠に影響を及ぼさないよう
に配慮する等を示している．看病婦の規律とし
て，ユニフォームの着用と洗濯，仕事上で困っ
た時は学校長に相談する，患者等からの贈り物
は受け取らない等を明記している．

��リチャーズと日本での看護教育

　���リチャーズは，アメリカで最初に近代看
護教育を受けた訓練看護婦��������	���
�����
����������	
�����と称され，アメリカでの近代
看護教育草創期に活躍した歴史的な人物である．
彼女は，��歳の時（����年）に自身の回想記
��������������	
�������������を出版し，そ
れまでの彼女の足跡を詳しく述べている１６）．そ
れによると，彼女は十代の初めから「生まれな
がらの看護婦���������	」と呼ばれ病人の世話
をしていた．����年にボストンのニューイン

グランド婦人子供病院看護学校を卒業後，ベル
ビュー病院の夜間看護監督に就任，�年後ボス
トン看護学校に移る．����年英国に渡り，���ナ
イチンゲール（���������	
��
�����，����～
����）の援助のもと，聖トマス病院等で看護教
育や管理の研修を積んだ．帰国後，ボストン市
立病院看護学校の創設から看護学校長兼病院看
護監督者として活躍した．この経過の中で，彼
女は「私の務め����」として日本で看護教育・
看護活動を決意したと記している．
　彼女の日本での足跡は，����（明治��）年�
月��日，����������	
��号（��������	
������）
で横浜に到着した時から始まる１７）．初来日後，
本格的な看病婦学校設立準備への着手は，同年
夏頃からである２）３）．
　���リチャーズが実践した看護教育について
は，彼女が記述している回想記１８）�や書簡１９），看
病婦学校年次報告２０）�等により，彼女自身の目を
通して，具体的な内容やその特徴を垣間見るこ
とができる．それは，言いかえると，彼女が着
任していた看病婦学校の創設当時の看護教育・
看護実践の特徴を示すものであるといえる．こ
こでは，それらの一端を紹介する（図�）．

�� 岡　山　寧　子

図�　　人力車に乗ったリンダ・リチャーズ
　　　（��������������	
�����������������������������	�
������
��������	
��������������������������������	の間より）



���．欧米からの直輸入的で先進的な看護教育の

実践

　���リチャーズが学校や病院規則の作成にど
の程度関わったのかは，今のところ明らかでは
ない．しかしながら，看護教育体制や内容に
は，彼女が英国留学で見聞した聖トマス病院ナ
イチンゲール看護婦養成学校や来日前に学校長
の任にあったボストン市立病院看護学校を範と
した，当時としては最新のものを直輸入してい
ることがうかがわれる．例として「看護学生に
必要なこと」を挙げると，看病婦学校規則では
「学生」の項の�番目に，「生徒は，まじめで，
正直，誠実で，信頼でき，時間を守り，静粛で，
秩序を守り，清潔で，忍耐強く，親切かつ明朗
であること．‘����������	
���������
����������
���������	��
��
��
�����
���
���
�����������	��

��������	
�	���������������
���
����������’」と規
定しているが５）１４），���ナイチンゲールの救貧病院
における看護の附録にあるナイチンゲール基金
による見習い生の職務の中で，前述とほぼ同一
内容の記載がみられる２１）．また，ボストン市立
病院看護学校���������	
�����による学校開設
案内資料にも全く同一内容がみられる２２）．これ
らから，���ナイチンゲールの考え方やアメリカ
での看護教育が���リチャーズを通じて，日本に
導入されたことがうかがわれる．
　反面，実際的な看護内容が直輸入的すぎて，
当時の日本の医療や生活事情が十分配慮されて
いなかったのではないかと推測される．例え
ば，ベッドメイキングの方法やリネン交換な
ど，当時の日本の寝具とはかなり異なってお
り，西洋式に実施するにはかなりの工夫が必要
だったと思われる．ベッドは日本の大工が製作
し，木の枠にマットとして厚い布団が用いられ
ていた２３）．また病院規則にはリネン交換や清拭
方法が細かく定められているが，当時の日本で
の清潔習慣を考えると，イメージすらしにく
かったのではと思われる．���リチャーズは，回
想記の中で，初めの頃に看護婦の訓練で最も
困ったのは，彼女たちの生活習慣であると述べ
ている．例えば，「栄養学では，日本とアメリカ
の食物の根本的な相違のためにかなり大変な仕

事であった．このことに関しては，しばしば教
師が生徒になるという場面もあり」と述べ，食
習慣の違いから栄養学の授業で非常に苦労した
様子がうかがえる２４）．また，彼女の書簡の中で
も「病人の世話でも日本流を改めるには時間が
かかる（中略）ベッドは好まない（中略）起き
られるまで入浴しない，病人の食事でもとても
かたい等々」と日本の生活習慣への違和感を記
している２５）．それは，欧米から導入した看護の
方法や内容を日本の風土・習慣にいかに馴染ま
せていくのかという苦労でもあったともいえ
る．それらは以後の教育の中で徐々に修正が加
えられ，調整されて，ひいてはその後の規則改
正に繋がっていったと考えられる．
　一方，病院での実施学習の際，学生はアメリ
カの看護学校で通常に用いられているユニ
フォームを着用した．それは，青い縞のギンガ
ムのワンピースに胸当てつきのエプロンと白の
モスリンのキャップであり，���リチャーズ自ら
製作したものであった．���リチャーズは，その
姿はとても可愛くみえたと述べているが２６），京
都の人々にとっては，とてもハイカラな西洋風
職業婦人として映っただろうと想像できる．
　また，����（明治��）年に開催された大日本
私立衛生会京都支会において，���ベリーが行っ
た「京都看病婦学校設立の演説」の看病新法の
中に，���リチャーズから聞いたという清拭方法
についての具体的な説明がある．それは，次の
ような内容であった．「患者に浴さする時には
奇麗なるフラケットを取り来り先づ患者を己が
方に向け直して其背後にケットを布き広げ静か
に患者を其上転ばせ（中略）而して患者の寝衣
を寒気を生ぜず様ケットのしたより脱ぎて浴を
なさしむ浴のためには湯にてもまたは生ぬるき
湯にても患者の容体に応じて用ゆること（中略）
寒気を防ぎ浴畢りて後暫く患者を休ませる」２７）．
患者の容体に応じての対応やプライバシーや安
楽，保温への留意等，ケアの原則に沿ったきめ
細かい清拭方法を非常に具体的に表現してい
る．これは，���リチャーズが説明だけでなく実
際に患者に実施しながら，���ベリーに伝授した
ことがうかがわれる．

京都看病婦学校ではじめられた看護教育 ��



���．キリスト教伝道と看護教育

　看病婦学校の教育基盤にはキリスト教伝道が
大きな位置を占めていた．看病婦学校の入学資
格に「聖書が読めること」，カリキュラムにも聖
書の授業が�年間あり，毎朝の祈祷や日曜礼拝
出席が義務づけられている．また，病院設置目
的の�つに「キリスト教の伝道」を挙げている．
開学当初の入学生の出身地をみても，国内のア
メリカンボード所在地から多く輩出されている
ことも伝道を意識していることがみてとれる２８）．
また，設立者である新島は，キリスト教を看護
の倫理的基盤として，キリスト教による徳育教
育および看護に関する知育教育を目指していた
との指摘もある４）．伝道の手段として看護婦を
養成する，つまり，看護婦という専門職業人の
育成，それ以上に伝道を主眼においた伝道看護
婦の育成が念頭にあったと考えられる．
　���リチャーズも回想記の中で，「私は本来宣
教師として日本に行くように任命された（中略）
訓練学校の他に，（中略）厳密な伝道活動をする
こと」と明言している２９）．実際に，毎朝�時半
から礼拝を���������	�で行い，学生のみなら
ず職員や患者にも出席を呼びかけ，多くが出席
したと述べている３０）．���ベリーも���リチャーズ
が積極的に宗教的活動を実践している様子を報
告している．このように，彼女は，看護教育や
実践を通して，キリスト教伝道の推進を自分の
使命ととらえ，積極的に活動していたといえる．

���．���リチャーズの京都での�年間の活動から

　���リチャーズが京都での活動を本格的に開
始して間もない�����（明治��）�年�月に，看
病婦学校は�名の学生を迎えてスタートした．
この時点では，仮の施設として旧宣教師館の一
つを診療所兼看護婦学校として使用した．この
頃のことをリチャーズは書簡の中で「看護学生
�名は一生懸命働いており，仕事は厳しいが，
冬中不平をいう学生はいなかった」「旧宣教師館
にいる限り，不便なことが多い」「ここでの仕事
は肉体だけでなく魂の癒しにもなっている」３１）�
と記しており，異国の地で，不十分な教育環境
ながら，学校長，また宣教看護婦としての役割

を果たそうとする姿がうかがえる．
　翌年，�����（明治��）�年夏，�名の学生が
入学した．入院病棟・外来棟，学生寮兼講義室，
宣教師館が完成し，同年��月��日に盛大な開
院・開校式が開催された３２）．���リチャーズは日
本語に悩まされながら，また病気の婦人宣教師
の世話にも携わりながらも，学生通訳８）�の助け
を借りて，病院の看護と実施指導に没頭した．
彼女は，毎日看病法に関する講義とデモンスト
レーションを実施し，病院では実際に患者の世
話をしつつ学生への実施指導を行った．この頃
になると，リチャーズは，看護の教育・実践以
上に，伝導活動に対する意欲を一段と深め，礼
拝や日曜学校の活動やバイブルクラスを積極的
に担当するようになるが，過労気味となり，し
ばしば疲労を訴えるようになる．
　�����（明治��）�年�月，京都看病婦学校第
�回卒業式が挙行され，�名に卒業証書が授与
された．リチャーズは回想記の中で「看護職と
して適正があると証明された立派な卒業証書を
受け取った時，日本の歴史の中での重要な瞬間
であった．（中略）宣教師の自己犠牲と苦労がそ
こに至るまでの道を開いたのである」とその意
味を振り返っている３３）．���リチャーズは疲労回
復のためこの夏に休養を取っている．書簡の中
に「ここ京都での�年間は私の生涯で最もつら
く」３４），「もう仕事を辞めるべき」３５）�と記してお
り，心身の過労を訴え，帰国を真剣に考えるよ
うになる．
　�月には第�回生�名が入学した．さらに��
月には，ニューヘブン・コネチカット看護婦学
校出身の���スミス（���������	
�，����～？）
が，���リチャーズを助け，看病婦学校を充実さ
せるために来日した．���リチャーズは彼女の
活動に期待したが，結局，自身の体調を更に悪
化させる引き金となった３６）．
　����（明治��）年�月，第�回目の卒業式で
�名が卒業し，同年��月には��名が入学した．
卒業生達もそれぞれの道を進み，入学生も増
え，看病婦学校も軌道に乗ってきたかにみえた
が，結局，翌年，���リチャーズは看病婦学校を
退職し，帰国することになる．この時期，新島
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襄が急逝している．彼女は，帰国する前に中国
の上海，三重県の津，北海道の札幌等を静養し
ながら旅した．そして，����年��月��日３７）�に
日本を離れ，フランス経由で帰国した．
　���リチャーズは，アメリカでの豊富な看護教
育の経験を携えて来日し，明治中期の�年間，
実質的には約�年間，学校長・宣教看護婦とし
て，創設期における看病婦学校の看護教育と病
院看護の実践に尽力した．特に，���リチャーズ
の書簡等１９）�からは，異国の地での活動は，本人
自身が想像した以上の苦労の連続であったこと
を物語っている．

 お わ り に

　アメリカに帰国してからの���リチャーズは，
����年�月以降，再び多くの看護教育や実践の
場での指導に当たり，����年��歳で現役を退
くまで長らく活躍したが，海外での活動はな
かった３８）．彼女の回想記には「私は日本を去り，
その後まもなく学校は日本人の手に移管され
た．この変化の中でもすでに達成していた（看
護の）高い水準は少しも低下しなかったと聞い
てうれしかった．」３９）�と述べており，日本での苦
悩も，振り返ってみれば，「私の務め����を果
たした」という思いが彼女自身の中にあったの

ではないだろうか．彼女は，����年��歳で母
校ニューイングランド婦人子供病院にて永眠し
た．ボストン郊外のフォレストヒルズ霊園に
眠っている４０）．
　一方，同志社病院・京都看病婦学校ではじめ
られた看護教育は，���リチャーズにはじまり，
���スミス，そして���フレーザーといったアメリ
カの宣教看護婦により引き継がれた．開始して
約��年たった頃，看病婦学校は存続の危機に直
面し，����（明治��）年には病院・学校の管理
は，医師佐伯理一郎が実質的にまかされた．結
局，����（明治��）年，同志社理事会は廃校を
決定し，佐伯が引き継ぎ，学校は彼の病院内に
移され，同志社の手を離れた１２）．その後，佐伯
の学校として約��年間，昭和��年の閉校まで
京都看病婦学校の名前は受け継がれた．
　看病婦学校の開設から佐伯の管理下に至るま
での約��年間の卒業生は��名にのぼる．その
卒業生の多くに，日本や海外で幅広く活躍した
足跡をみることができる４１）．それらは，���リ
チャーズが開始し，その後�人の宣教看護婦に
より引き継がれた看護教育とその実践が，当時
の日本だけでなく世界的にもレベルの高い，先
進的で国際感覚豊かなものであったことを示唆
するものである．

���）依田和美，岡田麗江，岡山寧子．���リチャーズが受
けた看護教育～ニューイングランド婦人子供病院看
護婦学校～．大阪府立看護短大紀要　�������������
����

���）岡山寧子，依田和美．���リチャーズ来日直後の足跡
（����年横浜から京都へ）．日本医史学雑誌　������
����������

���）岡山寧子，依田和美．����年における���リチャー
ズの上海から京都への足跡．日本医史学雑誌　������
������������

���）依田和美．京都看病婦学校で開始された看護教育
の概要．大阪府立看護大学医療技術短期大学部紀要
　�����������	
��
���）岡山寧子，竹中京子，依田和美．京都看病婦学校設
立当初の学校規則の紹介．日本看護歴史学会誌　

�����������	
���

���）依田和美，竹中京子，岡山寧子．京都看病婦学校に
おける創設から��年間の学校規則の変遷．日本看護
歴史学会第��回学術集会講演集．���������	
�
���）依田和美，竹中京子，岡山寧子．京都看病婦学校の
教育施設完成までの経緯とその概要．日本看護歴史
学会誌　����������印刷中�
���）竹中京子，岡山寧子，依田和美．京都看病婦学校設
立当初の通訳伊藤てつについて．日本看護歴史学会
第��回学術集会講演集．������������
���）岡山寧子，竹中京子，依田和美．京都看病婦学校初
期の卒業生の看護活動を紹介した文献．第��回日本
看護科学学会学術集会講演集．����������
��）竹中京子，岡山寧子，依田和美．京都看病婦学校第
六回卒業生西山徳が創設した協同看護婦会．日本看
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護歴史学会誌　�����������	
���
��）吉田　亮．序章総合化するアメリカン・ボードの伝
道事業．同志社大学人文科学研究所編．同志社大学
人文学研究所研究叢書ⅩⅩⅩⅢ，来日アメリカ宣教師
～アメリカン・ボード宣教師書簡の研究����～����
～所収．東京��現代史料出版，�����������
��）�長門谷洋治．上野直蔵編纂．同志社大学百年史（通
史編�）所収．��章京都看病婦学校と同志社病院．京
都：同志社，����������	���
��）上野直蔵編纂．資料番号���～���京都看病婦学校
規則（���は同志社病院京都看病婦学校規則）．同志社
百年史（資料編�）所収．京都��同志社，��������������
��）�������������	��
��
�����������������������
����������	
����������������������
��������	��
��

����������	
��������������������������������	（同志社
大学総合情報センター今出川校図書館所蔵）
��）上野直蔵編纂．資料番号��������	�
�������
����	�
�����������	��
�����	�
（明治��年�月）．同志社百
年史（資料編�）所収．京都：同志社，������������	�
��）��������	
�������
�����
�������	������������
��������	
	�����	�������	�����	������尾田葉子訳．
���リチャーズの回想記［�］．看護実践の科学　������
�����������同［�］，������������		
�同［�］，����������	

����同［�］，����������	
����同［�］，���������	�
���
��）����年�月��日発行の����������	��
������（横
浜）によると，���������	

	�����	����の項に，��������	
�������の�����������	
��号が�月��日に到着した記
録があり，前年��月��日にサンフランシスコを出発，
�月�日にホノルルを経由している．同紙�����������	
�������に，同船から���リチャーズが到着した記録が
ある．
��）��　��������	
�����������
��
����
����������Ⅹ
����������� ���������	
�����		��������������

�������������	
�������������尾田葉子訳．���リチャー
ズの回想記［�］��章日本．看護実践の科学　���������
�������同［�］��章日本での�年目，�����������	�
�
��）日本での活動についての���リチャーズの書簡は，
アメリカン・ボードやウーマンズ・ボードの宣教師た
ちが本国へ定期的に送る報告書簡であるアメリカン・
ボード宣教師文書�����������	
�����
����
��
������	��
��������	
����（��������������）（���������年��マイ
クロフィルム，同志社大学人文科学研究所所蔵）に収
められている．���リチャーズ書簡は，主に���������～
����������（マイクロフィルム���������～��），������
����～���������（��������書簡番号��～��），���������
～���������（��������～��）の��通�
��）���リチャーズが関係するのは�年次～�年次報告書

である�
・第�年次報告書����（明治��）年�月��上野直蔵編
纂．同志社百年史（資料編�）所収，資料番号��������
�����������������		�
����
�
����������������	
�������

�����������	��
��	��	����������������������	
����

����������	�
���，京都：同志社，������������	�
・第�年次報告書����（明治��）年�月：�������������
�������������	�
����	�������������������������

�����������	��
��	��	����������������������	
����

����������	�
���，������（同志社大学総合情報セン
ター今出川校図書館所蔵）
・第�年次報告書����（明治��）年�月：���������	�
���������	
���
������
��������
�	����������������	�

�����������	
���������，���������アメリカン・ボード
宣教師文書資料一覧����～����年．��頁：マイクロ
フィルム�������書簡番号����
��）湯槇ます監修．ナイチンゲール著作集第�巻所収，
救貧病院における看護，付録�「ナイチゲール基金」
による見習い生の職務．東京：現代社，���������
��）������������	
��
�������
���������������������	�
����������	�
������������������������（����������	�
��������	
�����	������	�����������）����������	
���
������

��）��������	
�������
�����
�������	������������
���������	
�����		�����．尾田葉子訳．���リチャーズ
の回想記［�］��章日本での�年目．������
��）��������	
�������
�����
�������	�����������	Ⅹ
���������	�
．尾田葉子訳．リンダ・リチャーズの回想
記［�］��章日本．����������	
���
��）���リチャーズの書簡：����（明治��）年��月�日
京都より発信．アメリカン・ボード宣教師文書資料一
覧����～����年．���頁：マイクロフィルム��������
書簡番号��．小野尚香，坂本清音．書簡からみる日
本におけるリンダ・リチャーズの活動（その�）．醫譚�
��������������

��）��������	
�������
�����
�������	�����������	Ⅹ
���������．尾田葉子訳．リンダ・リチャーズの回想記
［�］��章日本．������������
��）上野直蔵編纂．同志社百年史（資料編�）所収．資
料番号��京都看病婦学校設立の演説．京都��同志社，
����������

��）岡山寧子，竹中京子，依田和美．同窓会誌『おとづ
れ』からみた京都看病婦学校卒業生の活動（その�）
～アメリカン・ボード・ミッション所在地との関連に
ついて～．日本看護歴史学会第��回学術集会講演集．
������������

��）��������	
�������
�����
�������	�����������	
����

�� 岡　山　寧　子



�����．尾田葉子訳．リンダ・リチャーズの回想記［�］
��章日本．�����������	�
��）��������	
���	�����������	������������������
���������������	
���	�	������
����������������	
��

�����������	��
��	��	����������������������	
����

����������	�
������������
�	�（同志社大学総合情報セ
ンター今出川校図書館所蔵）
��）���リチャーズの書簡．����（明治��）年��月�日
京都より発信．アメリカン・ボード宣教師文書資料一
覧����～����年．���頁：マイクロフィルム��������
書簡番号��．小野尚香，坂本清音．書簡からみる日
本におけるリンダ・リチャーズの活動（その�），醫譚�
��������������

��）�����������	
��������������������������������	
	���
���������	�
���������������������������������	�
�

�������������	
����������������������������	
��（同志
社大学総合情報センター今出川校図書館所蔵）
��）��������	
�������
�����
�������	�����������	
����
�����．尾田葉子訳．���リチャーズの回想記［�］��章
日本の�年目．������������
��）���リチャーズの書簡．����（明治��）年��月��
日京都より発信．アメリカン・ボード宣教師文書資料
一覧����～����年．���頁．マイクロフィルム
�������書簡番号��．小野尚香，坂本清音．書簡から
みる日本におけるリンダ・リチャーズの活動（その�），
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��．尾田葉子訳．リンダ・リチャーズの回想記［�］
��章日本の�年目．������������
��）��������	
�����	��	�������	���	���������にて「��
�リチャーズの死」を伝え，追悼記事を掲載している．
��）岡山寧子，竹中京子，依田和美．京都看病婦学校初
期の卒業生の看護活動を紹介した文献．第��回日本
看護科学学会学術集会講演集．����������

京都看病婦学校ではじめられた看護教育 ��
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岡山　寧子　����������	�
��
　所属・職：京都府立医科大学大学院保健看護研究科保健看護専攻・教授

　　　　　　京都府立医科大学医学部看護学科看護学講座・教授

　略　　歴：����年�月　聖路加看護大学卒業　

　　　　　　����年�月　聖路加国際病院　看護師

　　　　　　����年�月　大阪府立看護短期大学（現大阪府立大学）　助手

　　　　　　����年�月　京都府立医科大学医療技術短期大学部　�助教授

�����　　　���������年�月　京都府立医科大学医療技術短期大学部　�教授

　　　　　　����年�月　～現職

専門分野：近代看護教育史（アメリカ・京都の近代看護教育史），老年看護学（高齢者の水分代謝，認知症ケア）

主な業績（近代看護教育史関係）

���．依田和美，竹中京子，岡山寧子．京都看病婦学校の教育施設完成までの経緯とその概要．日本看護

歴史学会誌　����������印刷中．

���．竹中京子，岡山寧子，依田和美．京都看病婦学校第六回卒業生西山徳が創設した協同看護婦会．日

本看護歴史学会誌　�����������	
����

���．岡山寧子，依田和美．����年におけるリンダ・リチャーズの上海から京都への足跡．日本医史学雑

誌　�������������	���．

���．岡山寧子，依田和美．リンダ・リチャーズ来日直後の足跡（����年横浜から京都へ）．日本医史学

雑誌　����������������

���．岡山寧子，竹中京子，依田和美．京都看病婦学校設立当初の学校規則の紹介．日本看護歴史学会誌
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